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【論文内容の要旨】 
本論文は、唐代後半期における藩鎮の動静が、同時期の東部ユーラシア情勢と如何に関連していた
のかを解明しようと試みたものである。とりわけ藩鎮のなかでも、唐朝に投降した安史軍の将軍と軍
団を安堵して成立した安史軍系藩鎮を取り上げ、彼らが節度使の地位の世襲や領域保持のため、唐朝
廷のみならず、他の藩鎮および内陸世界の遊牧勢力や海域世界の海商などと多様な関係を構築してい
たことを明らかにしている。 
 第一章では、安史の乱終息直後、六つの安史軍系藩鎮が、成徳節度使李宝臣を中心とする「連合体」
を築き、世襲などの特権維持を図っていたことを明らかにする。また、李宝臣の求心力の淵源として、
彼が安史の乱の首謀者、安禄山の仮子であった事実に注目する。そして安史軍系藩鎮における藩帥権
力は、唐朝廷の権威だけでなく、安禄山との擬制的血縁関係という、朝廷とは一見相反する側面によ
っても裏付けられていたことを指摘する。 
 続く第二章では、李宝臣の死没を契機に起こった「建中の反乱」時の安史軍系藩鎮の行動と乱後の
朝廷の対策を分析し、とくに河北の安史軍系藩鎮においては、朝廷も藩鎮側も、モンゴル高原のウイ
グルに代表される草原世界の動向を踏まえて行動していたことを明らかにする。 
また第三章では、河南の安史軍系藩鎮である平盧節度使が、広範な軍事的・経済的活動を展開する
ために、既存の寺院を拠点として利用し、山地狩猟民や海商との接触・取り込みを図っていたことを
導き出す。 
 以上の検討から、安史軍系藩鎮の視線は、決して朝廷のみに注がれていたわけではなく、草原世界
や山地、あるいは海域といった唐朝外部の世界にも向けられていたことを明らかにしている。 
そのうえで第四章では、九世紀半ばに昭義節度使で勃発した劉 の乱に注目し、従来、唐代藩鎮史
上の「例外」と見做されてきたこの乱が、安史軍系藩鎮による反乱の系譜に連なるものと位置づけら
れることを指摘する。続いて、唐朝による劉 討伐が、北辺におけるウイグルと唐朝との緊張緩和を
受けて実現したこと、乱の平定過程で河朔三鎮（河北の安史軍系有力藩鎮）」と朝廷との間で世襲や既
得権の保持に関する取引が行われたことを解明する。そして最後に、乱の終息は決して唐朝による地
方支配の安定を意味したのではなく、むしろ大量の余剰兵力を放出し、河南を中心とした情勢不安を
導いたこと、また内陸草原世界におけるウイグル帝国の崩壊は、唐代藩鎮体制の動揺と密接に関連し
ていたことを指摘する。 
 そして末尾の終章では、唐代藩鎮体制の展開と破綻が、東部ユーラシア情勢、とりわけ内陸の草原
世界の影響を受けていた、と結論している。従来、唐朝衰退の要因は、均田制の崩壊や専売制の弊害
など、内的な要素にあると考えられてきた。しかし本論文の成果に基づけば、唐朝の衰亡は、外部の
ウイグルや半独立の安史軍系藩鎮といった、対抗すべき軍事的脅威の消滅と密接に関連していたとの
見通しを得ることができるとする。 
 
【論文審査の結果の要旨】 
申請者は、唐後半期の藩鎮問題を検討するにあたり、藩鎮とそれを取り巻く周辺の諸勢力との関係
に焦点をあてることにより、これまで研究の前提とされてきた朝廷対藩鎮の二者間関係という枠組み
の相対化に努めている。これは、近年の研究における東部ユーラシアという新たな空間設定とも密接
に関係するものであり、藩鎮の問題をいわゆる伝統的な中国史の枠組みから解き放つことを意図して
いる。新出文物にいたずらに深入りするのでなく、既知の編纂史料を新しい視点で読み直すやり方と
合わせて、申請者の方法の大きな特徴をなすものと言えよう。 
これまでにも東部ユーラシア史のなかで藩鎮問題を検討した研究は存在するが、それは主に北方の
遊牧勢力との関係を中心に取り込んだものであり、周辺の諸勢力として他の藩鎮との横の関係や、さ
らには海域世界の海商や南方の山地狩猟民までも広く視野に収めた本論文のような研究は画期的なも
のである。申請者は、こうした藩鎮周辺の諸勢力と結ばれていた多様な関係を洗い直すことにより、
これまで見落とされてきた部分に改めて光をあて、そこから多くの新たな知見を導き出している。 
なかでも白眉と思われるのは、これまで藩鎮の反乱として「例外的なもの」として評価されてきた
劉 の反乱の本質に迫り、朝廷による反乱の対策やその鎮圧が華北東部、特に河南におけるその後の
政治・社会情勢に大きな影響を与えるものであったことを浮き彫りにしたことであろう。これまでの
見解を大きく塗り替える知見に満ちているが、とくに①昭義節度使である劉 の側近集団が、安史軍
系藩鎮であった平盧節度使軍団の中核を担った将兵であり、河朔三鎮とも密接な関係にあったこと、
②乱の鎮圧とともに大量の余剰兵力が生み出され、そのことが河南を中心にした情勢不安を導いたこ
とは、何れも特筆すべき指摘として挙げられる。 
藩鎮体制については、ウイグル帝国や河朔三鎮という軍事的脅威があって成り立っていた側面があ
り、九世紀中葉に一様にそれらの脅威が消滅したことが、その体制の動揺に結びついていたという申
請者の主張は、必ずしも実証を伴うものではないが、当時の状況を説明するものとして十分に説得力
がある。続く唐滅亡後の時代展開を踏まえた、さらなる研究の展開が今後、大いに期待される。 
ただし、必ずしも明確には規定されていない東部ユーラシアという空間を申請者がどのように設定
しているのか、また朝廷と藩鎮の関係を相対化するとすれば、唐代藩鎮体制の全体像を如何に描いて
ゆくのか、なお明確に示されてはおらず、今後の大きな検討課題である。細かな部分でも、史料の読
みやそれに基づく論証が十分に尽くされていないところが多く残されているが、停滞した感のある藩
鎮研究に久々に一石を投じた意欲作として本論文を高く評価できよう。よって、本論文を博士（文学）
の学位にふさわしいものと認定する。 
